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『『 認知症 』の経過と対応の経過と対応
進行度 軽度認知障害（ＭＣＩ） 初期認知症

認知症ではないものの、年相応より
認知機能が低下した状態 日常生活は自立している生活

本人の様子

対応のポイント

・外出するのが面倒になった。
・同じ事を何回も話すことが増えた。
・手の込んだ料理を作らなくなった。
・車を擦ることが増えた。
・物忘れが増えた。

・家族や周りの「気づき」が大切です。
　何か様子がおかしいと思ったら相談
　しましょう。
・家事を続け、閉じこもりにならない
　ように趣味をもつなど、日常生活を
　活発に過ごしましょう。

・できないことや間違いがあっても責めた
・大事な事や出来事は書きとめる。
・ゆっくり、短い言葉で１つずつ伝える。
・説得より、その場の納得。

・大事な約束を忘れ、困ることがある。
・冷蔵庫の中に同じ物がいくつかある。
・周囲に失敗を指摘される事が増える。
・「物がなくなった」と確認をしたり
   「物が盗まれた」と言うことが増える。

地 域

・認知症サポーター
・認知症高齢者見守り
・通いの場

福祉サービス
・配食サービス
・緊急通報装置

医 療
・かかりつけ医
・認知症専門病院
・認知症疾患医療センター

相 談
・紀北町役場
・紀北町地域包括支
　援センター

『 認知症 』の経過と対応
中期認知症 後期認知症

誰かの見守りがあれば日常生活は
自立している 常に介護が必要日常生活に手助け・介護が必要

　　りしないようにしましょう。

・落ち着きがなくなる。
　（徘徊が増える）
・薬の管理ができない。
・ささいな事で怒りっぽくなった。
・たった今しようとしたことや話
　したことを忘れる。

・季節にあった服装が選べない。
・顔を洗わない・入浴を嫌がるなど、
　 身だしなみを気にしない。
・食事やトイレがうまくいかない。
・知人の顔がわからなくなる。

・一人で介護を抱え込まないように介護サービスや医療サービスを活用しま
　しょう。
・言葉以外のサインを大切に。表情やしぐさから気持ちをくみ取りましょう。
・どのような終末期を迎えるか家族間でよく話し合っておきましょう。

・身近な人の顔がわからなくなる。
・表情が乏しくなる。
・ほぼ寝たきりで、意思疎通が難しい。
・食べ物の飲み込みに支障がでる。

家族支援
・認知症の方を介護す
　る家族のつどい
・さくらんぼカフェ

介護サービス
・ケアマネジャー
・住宅改修
・訪問看護
・ショートステイ

・訪問介護
・デイサービス
・福祉用具購入、レンタル
・施設入所

・三重県認知症コールセンター
・ＮＰＯ法人ＨＥＡＲＴ ＴＯ ＨＥＡＲＴ 三重支部
・認知症の人と家族の会　三重県支部

電話相談

「認知症かもしれない」「どうしていいかわからない」
不安や悩みを聞いて欲しい…。必要とする支援につないで欲しい…。

一人で抱えこまずにご相談ください。
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認知症を
予防するポイント
・地域の行事に参加するなど地域との接点を持
　ち、人との関わりを大切にしましょう。
・バランスの良い食事を心がけましょう。
・ウォーキングなど適度に運動も行いましょう。
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